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108 漸化式と極限 
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①，②，③より， ( )aa f=  

よって，「 a=
¥®

nn
alim Þ ( )xfx = はa を解にもつ」は真である。 

（ⅱ） 

「 ( )xfx = が実数a を解にもつÞ a=
¥®

nn
alim 」の真偽について 

反例 
( ) nn aaf 2= とすると， nn aa 21 =+  

ここで， 11 =a とおくと， 12 -= n
na  

よって， 
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一方， 

( ) nn aaf 2= より， ( ) xxf 2= だから， 

( )xfx = の解a とは， xx 2= の解のことである。 

よって， 0=a  ・・・④ 

③，④より， 

「 ( )xfx = がa を解にもつÞ a=
¥®

nn
alim 」は偽である。 

（ⅰ），（ⅱ）より， 

( )xfx = が実数a を解にもつことは a=
¥®

nn
alim であるための必要条件である。 


